
令和２年度学校関係者評価委員会 

       議 事 録 

             学校法人 さくら学園 

                     慈恵歯科医療ファッション専門学校 

                     日時：令和３年３月１６日(火)14:00～15:00 

                     場所：学校法人さくら学園 応接室 

                     記録：山中 幸子 

 参加者 

  【外部委員】５名 

   浅井 章夫 様  （浅井歯科医院院長） 

   樋口 泰弘 様  （水野株式会社常務） 

   横山 美佐江 様 （卒業生） 

   塚元 雅則 様  （高校教員） 

   宮治 友也 様  （近隣住民） 

 

  【内部委員】 

   岩瀬 せつ子 （学校法人さくら学園理事長） 

   大石 純男  （慈恵歯科医療ファッション専門学校 校長） 

   岩田 美幸  （      〃          ﾌｧｯｼｮﾝﾍﾞｰｼｯｸ学科 学科長） 

   伊藤 清美  （      〃          医療事務学科   学科長） 

   山中 幸子  （      〃          歯科衛生士学科  学科長） 

 

【委員会次第】                   司会･進行  大石 純男 

   開会：大石 純男委員の開会挨拶にて開会 

  １．理事長挨拶（岩瀬 せつ子） 

    今年度は新型コロナウイルス感染対策にて２か月の自宅待機等、各学科対応にお

われましたが、無事卒業生を送り出し、新入生の入学準備まで無事進めることが

できました。 

    結果良ければ、すべて良しではないが学校職員一丸となって取り組めた。 

  ２．参加者自己紹介 

    上記の出席者の自己紹介 

  ３．学校法人さくら学園の概要説明（理事長 岩瀬 せつ子）     

    ・学校法人さくら学園系列の幼稚園、保育園、こども園、および福祉保育専門学

校等の近況報告。 



      福祉保育専門学校においては大学出身の高学歴者、既卒者の希望が増えてい

る。不況になると資格の取得できる専門学校の希望者が増える傾向にある。 

・昨年からこども園への移行が進んでいるおり、当学園のこども園は順調である。 

    ・福祉保育専門学校、歯科医療ファッション専門学校では学科により留学生、男

子学生が入学をしてきている。将来的には社会のニーズを鑑み男子学生の入学

も視野に入れていきたい。 

     

４、学科説明 

 １）岩田（ﾌｧｯｼｮﾝﾍﾞｰｼｯｸ学科 ﾌｧｯｼｮﾝﾃｸﾆｶﾙ学科） 

   ・今年度入学してきた留学生はもうこの時期に就職活動を視野にいれている。 

   ・就職については、デザイナーをはじめ関連企業で活躍している。 

   ・様々な資格取得に取り組むとともに、コンテストに参加し入賞している。 

 ２）伊藤（医療事務学科） 

   ・２年生から、医療秘書コース、歯科アシスタントコース、総合ビジネスコー

スに分かれ、各種認定資格、検定等の資格取得に取り組んでいる。合格率は

全国的にみても高く学習成果が出ている。 

   ・卒業生全員が、病院・クリニック等に就職内定をいただいている。 

 ３）山中（歯科衛生士学科） 

   ・歯科衛生士学科各学年の生徒在籍数（１年３１名、２年３０名、３年２１名） 

    ＊Ｒ２，５/１現在の状況 

   ・コロナ禍での講義受講はオンライン講義、分散登校講義等で対応、臨地臨床

実習は現場のご理解と感染予防対策の環境をととのえ実施し所定の単位を取

得する事ができた。  

    

５、就職状況 

  別紙資料にて報告。 

  １）令和２年度の実績報告 

・三科の卒業生数、就職率、について別紙を参照し報告した。就職率は 100％。 

     ・歯科衛生士学科 求人件数約５３０件、求人数約９００人 

     歯科衛生士の不足が読み取れる。 

     ・医療事務学科   求人件数 ５２件、求人数 ９７人 

・ファッション学科 求人件数 ３０件、求人数 ８５人  

    

  ６、学生アンケートについて 学校生活アンケート結果の提示し、主な内容である。 

    ・新型コロナウイルス感染予防のため、オンライン授業になったが、対面授業の

方が分かりやすい。 



    ・就職に関してもっとアドバイスが欲しかった。 

    ・実習がとても大変だった。 

    ・親切で優しい先生がいて、授業がとても分かりやすかった。 

    ・ハロウィン・クリスマス会等のイベントは良かった。 

 

  ７、自己評価報告書(令和２年度)を配布して説明 

    各項目について概略説明を行った。 

 

  ８、自己評価結果における審議 

    ・樋口 泰弘 様 

     ２回目の参加。理事長、学校長の学校運営の取り組みは評価できる。 

    ・浅井 章夫 様 

     定員、資格取得内容、国試結果の 100％合格の数値は評価できる。 

    ・横山 美佐江 様 

     ファッション学科の変化が分かった。医療系の多くの資格取得は評価できる。 

    ・塚元 雅則 様 

     小・中学校ではアイパッドを使用しての教育形態を進めている。今後は 

     高校でも取り入れられていく。 

     今回コロナにおける自宅待機等を考えると、専門学校においてもインターネッ

ト環境を視野にいれた教育環境を整えていく事が必須。環境を整備が必要。 

    ・宮治 友也 様 

     ファッション学科に留学生が入学し、地域でアルバイトで働く姿が見られる。 

     日本人と変わらず、対応ができている。 

  ９ 挨 拶 

    岩瀬理事長 

     ご多用の中、委員の皆様全員にご出席いただき、貴重なご意見を沢山いただき

まして、感謝しております。いただいたご意見は、今後の教育活動に生かしてい

きたいと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

  


